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スギ品種による雄花の有効積算温度と発育限界温度の違い

平英彰車

The Differences of the Cumulative Thermal Constant 
and Threshold of Development of Sugi (Cryptomeria 

japonica D. DON) Male Flower among Cultivars 

T AIRA Hideaki・

The author examined cumulative constant and threshold of development of sugi 

(Cηφtomeria jatonica) cultivars. The results as follows: 

1) There is a few differences of cumulative thermal constant and threshold of develop-

ment among cultivars. 

2) Yakusugi and Bokasugi showed high cumulative thermal constant and Measa， 

Ki tasetura 1王u7 showed low cumulative thermal constant though threshold of develop-

ment was low. 

3) The cumulative thermal constant and threshold of development of Tateyamasugi， 

Akitasugi and Chugokusugi (Cη>ttomeげ'a fortunei) was middle of these 

cultivar's values. We should clear the cumulative thermal constant and threshold of 

development of sugi growing in the region to predict the day on which sugi pollen 

scattering wall begin. 

スギ品棋によって雄花の開花に必要な有効積算温度と発育限界温度の違いについて検討した。

その結果，品種によって有効積算温度及び発育限界温度はかなり異なることが明らかになった。

ヤクスギ，ポカスギでは有効積算温度が高<.また，メアサ，北設楽 7号では有効積算極度は

低いが発育限界温度は高かった。タテヤマスギ，アキタスギ，中国産スギではこれらの品種の

中聞の値を示した。したがって有効概算温度と発育限界温度を用いてスギ雄花の開花日の予測

を行うにあたっては，その地域に生育している品種の有効積算温度と発育限界温度を明らかに

しなければならない。

1.はじめに 温度を用いて，かなり正確に予測することが可能に

富山県におけるスギ花粉飛散開始日は，タテヤマ なった九しかし，日山地区と高岡地区のスギ空中花

スギの雄花の開花に必要な有効積算温度と発育限界 粉の飛散パターンは，多少異なっている。これは，ポ
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表－１スギ雄花の開花日数，生隆率，イ１.効械飾淵度及び発育限界淵度

開 花 、数 械算温度 成ｌｊと率

鹸祇
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ｲj効械発育限

算温度界温度
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カスギとタテヤマスギの雄花の開花日が異なるため

ではないかと考えられているz)。したがって，スギ品

種によって雄花の開花に必要な有効械算温度及び発

育限界温度が多少異なるのではないかと考えられた

ので，林業試験場構内に植栽されている県内及び県

外のスギ品種を用いて，雄花の有効械算温度及び発

育限界温度の違いを検討した。

２．実験方法

実験に用いた品種は，ヤクスギ，フォチュネイ（中

国産スギ)，アキタスギ，メアサ，北設楽７号（愛知

県)，ボカスギ，タテヤマスギの７品種を用いた。な

お，中国産スギ（Ｃ”/0"e血/b""zei)，タテヤマス

ギは実生，メアサ，北設楽７号，ボカスギは単一ク

ローン，ヤクスギ，アキタスギはそれぞれ天然林か

らさし木増殖したものである。1990年７月上旬にこ

れらのスギをlOOPpmのジベレリンで処理し，雄花の

着花促進を行った。1991年１月７日これらのスギか

ら１品種当たり２９個体から雄花を採取した。採取し

た雄花は20cm程度の長さに切り取り余分な針葉や雄

花を切り落としたあと，雄花をおよそ１０房をｌ単位

として直径25mm長さ120mmの培養管に挿し，水を充し

て試験管立てにセットした。なお，１個体当たりの

培養管本数は４本である。これらの雄花を６℃，

10℃，１５℃，２０℃に設定した人口気象器内で栽培し

た。人口気象器内で栽培した雄花は毎日水を換える

と共にスギの雄花を短い棒で軽くたたき，花粉が飛

散するかどうかを確認した。そして，栽培した雄花

のおよそ１５％にあたる４本のスギが花粉を飛散した

時をその品種の開花Ｈとした')。なお，人口気象器の

光条件は12000ルックスで８時間照射した。湿度のコ

ントロールは行わなかったが湿度はおよそ60％～８０

％で推移していた。

３．結果と考察

各姉棟がそれぞれの栽培温度のもとで開花に要し

た日数，横算温度，成陵率を表－１に示した。開花

に要する日数は品種によって大きく異なっていた。

20℃栽培では妓も早い1M,極で８日，遅い紬極で１４１１

で，禎算温度においておよそ100日度の違いがあった。

また６℃の低温栽培においては，早い品種で32日，遅

い品種で53日になり，積算温度においては126日度の

差が認められた。このことは品種によって雄花の生

育速度が異なることを示している。このようなスギ

品械の開花特性から検討すると，おおまかに次の三

つのタイプに分類できる。はじめのタイプは，メア

サ，北設楽1号にみられるように開花日数が高搬栽

培，低温栽培のどちらにおいても比較的少なく，開

花がきわめて早い肺種。次のタイプは，ヤクスギ，ボ

カスギにみられるように高温，低温栽培のどちらに

おいても開花が遅い姉極，三つ目はタテヤマスギ，中

国産スギ，アキタスギのようにそれらの品種の中間

を示し，低温，商温栽培において中liIfな開花日数で

ある。
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を切る点すなわちＹ＝Ｏのときｘが発育限界温度であ

る3)。これらの関係から求めた有効積算温度と発育限

界温度を表－１に示した。これをみると，メアサ，北

設楽１号は有効械算温度がそれぞれ140.6日度，

151.7日度と低く，また発育限界温度はそれぞれ

2.79℃，1.56℃とやや高い傾向を示した。これらの

品種は，気温の高い地帯では他の品種よりも早く開

花すると考えられるが気温の低い地帯では，発育限

界温度が商いため，有効積算温度が低くても開花日

は遅くなると考えられる。一方，ヤクスギとボカス

ギでは，発育限界温度は低いが，有効積算温度がき

わめて高いため，温暖な地帯及び寒冷な地帯のどち

らでも他の品種よりは開花日が遅れることを示して

いる。これに対し，タテヤマスギとアキタスギ及び

中国産スギは有効械算温度がそれぞれ188.0日度，

188.8日度，174.3日度，発育限界温度はそれぞれ

0.62℃，1.38℃，0.98℃を示し，アキタスギの発育

限界温度がやや高いが，メアサや北設楽７号のよう

に開花の早い品種と，ヤクスギやボカスギのように

開花の遅い品種との中間を示した。今回得られたタ

テヤマスギの有効横算温度と発育限界温度は，前回

の実験値!)よりもやや高めになったのは，これらの雄

花は天然着花ではなく，ジベレリン処理によって得

2１

られたことなどが影響したのかもしれない。今回の

実験の結果から考えると，同じ県内に分布するスギ

でも品種が異なれば，その有効械算温度や発育限界

温度が異なる。したがって，スギ雄花の開花に必要

な有効積算温度と発育限界温度を用いてスギ花粉飛

散開始日の予測を行うにあたっては，それぞれの地

域で植栽されているスギ品種を用いて，その品種の

有効積算温度と発育限界温度を明らかにしなければ

ならない。
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